
№

1

2

3

4

5

6

7

8

9 入札辞退届

見積書

入札書（小額単価契約用）

見積書（小額単価契約用）

小額単価契約用入札書・見積書記載例

質疑応答書

野田市水道事業指名競争入札及び随意契約に係る様式等一覧表

（物品の購入、製造及びその他の契約）

様　式　等　名　称

入札書

誓約書・委任状

入札の心得（指名競争入札・随意契約用）



 (宛先）野田市水道事業管理者

住 所

商号又は名称

代 表 者 氏 名
㊞

代 理 人 氏 名
㊞

１ 物 品 名 （番　　号）

（物 品 名）

２ 納 入 場 所

令和　　年度　　　　　第　　　　　号

　今般の上記物品の競争入札（見積）に関し、談合等の不正行為は行って

いないことを誓約するとともに、落札後、当該物品に関する談合等の事実

が明らかになった場合には、契約を解除されても異議を申し立てません。

なお、この誓約書の写しが、公正取引委員会及び千葉県警察に送付されて

も異議はありません。

　私は、都合により（　　　　　　　　　　　　㊞　）を代理人と定め、
上記物品の入札及び見積に関する一切の権限を委任します。

誓　約　書 ・ 委　任　状

令和　　年　　月　　日



億 千 百 十 万 千 百 十 一

 (宛先）野田市水道事業管理者 

㊞

㊞

代 理 人 氏 名

氏 名

商 号 又 は 名 称

代 表 ( 受 任 ) 者

　令和　　年　　月　　日

　上記金額をもって請け負いいたしたく、設計書、仕様書、図面及び関係書類を熟覧の

うえ、野田市契約事務規則（平成２５年野田市規則第２１号）を遵守して入札いたしま

す。

　ただし、請負金額は上記の金額の１００分の１０に相当する額を加算した金額とします。

住 所

入　　　札　　　書

円也金額

番 号

納 入 場 所

　令和　　年度　　　　　　　　　第　　　　　号

物 品 名



億 千 百 十 万 千 百 十 一

 (宛先）野田市水道事業管理者

㊞

㊞

見　　　積　　　書

円也金額

番 号 　令和　　年度　　　　　　　　　第　　　　　号

物 品 名

　令和　　年　　月　　日

　上記金額をもって請け負いいたしたく、設計書、仕様書、図面及び関係書類を熟覧の

うえ、野田市契約事務規則（平成２５年野田市規則第２１号）を遵守して見積いたしま

す。

　ただし、請負金額は上記の金額の１００分の１０に相当する額を加算した金額とします。

納 入 場 所

代 理 人 氏 名

氏 名

住 所

商 号 又 は 名 称

代 表 ( 受 任 ) 者



十 万 千 百 十 一 十 一

 (宛先）野田市水道事業管理者

㊞

㊞

入　　　札　　　書

銭也金額

番 号

円

　令和　　年度　　　　　　　　　第　　　　　号

物 品 名

　令和　　年　　月　　日

　上記金額をもって請け負いいたしたく、設計書、仕様書、図面及び関係書類を熟覧の

うえ、野田市契約事務規則（平成２５年野田市規則第２１号）を遵守して入札いたしま

す。

　ただし、請負金額は上記の金額の１００分の１０に相当する額を加算した金額とします。

納 入 場 所

代 理 人 氏 名

氏 名

住 所

商 号 又 は 名 称

代 表 ( 受 任 ) 者



十 万 千 百 十 一 十 一

 (宛先）野田市水道事業管理者 

㊞

㊞

納 入 場 所

代 理 人 氏 名

氏 名
代 表 ( 受 任 ) 者

　令和　　年　　月　　日

商 号 又 は 名 称

　上記金額をもって請け負いいたしたく、設計書、仕様書、図面及び関係書類を熟覧の

うえ、野田市契約事務規則（平成２５年野田市規則第２１号）を遵守して見積いたしま

す。

　ただし、請負金額は上記の金額の１００分の１０に相当する額を加算した金額とします。

住 所

見　　　積　　　書

銭也金額

番 号

円

　令和　　年度　　　　　　　　　第　　　　　号

物 品 名



（例1）１２３円４５銭で入札したい場合

十 万 千 百 十 一 十 一

1 2 3 4 5

（例2）１２３円４０銭で入札したい場合

十 万 千 百 十 一 十 一

1 2 3 4 0

（例3）１２３円で入札したい場合

十 万 千 百 十 一 十 一

1 2 3 0 0

（注）銭の金額欄に記載のない場合については「０銭」とみなします。

入　　　札　　　書

金額 円 銭也

小額単価契約用入札書（見積書）記載例

入　　　札　　　書

金額 円 銭也

入　　　札　　　書

金額 円 銭也



〔 8 / 11 〕

 (宛先）野田市水道事業管理者

番 号

１

２

３

４

５

住 所

上記の入札に係る物品の仕様書等について、次の不明なところがありましたので質問い
たします。

商 号 又 は 名 称

質　　　　問　　　　事　　　　項

Ｆ Ａ Ｘ 番 号

質　　疑　　応　　答　　書

　令和　　年度　　　　　　　　　第　　　　　号

物 品 名

　令和　　年　　月　　日

　　（業務課財務係扱い）

番 号

　※質疑応答書の提出は、指定日時までに業務課財務係へ提出すること。（FAX.04-7124-3362)
　※質疑応答書をＦＡＸで送付した時は、その旨を業務課財務係へ電話連絡すること。(TEL.04-7124-5145)



入札の心得（指名競争入札・随意契約用）

１．入札の指定時刻に遅れた者は失格とする（入札の時間及び場所は指名通知書で確認すること）。

２．入札参加者は入札に際し、誓約書を提出しなければならない。なお、入札参加者が代理人の場合

　　は、委任状も併せて提出しなければならない。指定様式の「誓約書・委任状」を使用すること。

　　「誓約書・委任状」の提出が無い場合は失格となる。

　　※配布した設計図書・仕様書等の資料は、入札の前に返還しなければならない。

３．入札参加者は、入札額の積算根拠となる工事（積算）内訳書の提出を求められている場合は、

　　入札執行官の指示に従い、当該内訳書を提出すること。

４．入札参加者は、指定の日時・場所に出頭し、持参した入札書（野田市水道部から指定された様式）

　　に必要事項を記入押印し、入札執行官の指示に従い入札箱に投函する。

　　※入札書記載の金額の頭止めは、「金」・「￥」ではなく、入札参加者の認印を押すこと。

５．入札参加者は、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和22年法律54号）等に抵触

　　する行為を行ってはならない。

　①入札参加者は、入札にあたっては競争を制限する目的で他の入札参加者と入札価格又は

　　入札意思についていかなる相談も行わず、独自に入札価格を定めなければならない。

　②入札参加者は、落札者の決定前に他の入札参加者に対して入札価格を意図的に開示して

　　はならない。

６．入札参加者は投函した入札書の引換・変更又は取消しをすることができない。

７．次に該当する入札は、無効とする。

　①入札に参加する資格を有しない代理人のした入札。

　②委任状を持参しない代理人のした入札。

　③記名・押印を欠く入札。

　④入札書の金額が０円の入札。

　⑤金額を訂正した入札。

　⑥工事（積算）内訳書の提出を求められている入札において、工事（積算）内訳書の提出がないとき

　　又は工事（積算）内訳書と異なる入札額が書かれた入札

　⑦誤字・脱字等により意思表示が不明瞭である入札。

　⑧明らかに連合（談合）であると認められる入札。

　⑨同一事項の入札について他人の代理人を兼ね、又は２人以上の代理をした者の入札。

　⑩再度入札において、前回の最低入札金額を上まわった入札。

　⑪その他入札に関する条件に違反した入札。

８．開札の結果、入札参加者全員が予定価格に達しない場合の再度入札を行う。

　①再度入札は、原則として１回とする（入札書の用紙を事前に複数枚準備すること）。

　②１回目の入札が無効となった者は、再度入札には参加できないものとする。
　③１回目の入札に参加しない者は、再度入札には参加できないものとする。

９．落札者の決定は、入札を行った者のうち予定価格内で最低の価格をもって入札した者を落札者と

　　する。ただし、低入札価格調査制度を適用した入札で、最低入札者であっても調査基準価格を下

　　回った場合は必ずしも落札者とならない場合がある。

10．落札となるべき同価格の入札をした者が２人以上あるときは、直ちに当該入札をした者にくじを

　　引かせて落札者を決定するものとする。

11．前項の場合において当該入札をした者のうち、くじを引かない者があるときは、これに代わって
　　入札事務に関係のない職員にくじを引かせるものとする。



12．都合により入札を辞退することができる。辞退を希望する場合は、入札執行の前までに入札担当

　　課に入札辞退届を提出するとともに、設計図書・仕様書等を返還すること。なお、このことによ

　　り以後の指名等について不利益な取扱を受けることはない。

13．入札の執行は野田市水道部の都合により延期又は取消すことがある。この場合、入札参加者にお

　　いて損害を受けることがあっても、野田市水道部はその補償の責を負わないものとする。

14．入札参加者が談合し、又は不穏の行動をなす等（指名通知後、入札参加者として不適格と認めら

　　れるような結果になった場合も含む）の場合において入札を公正に執行することができないと認
　　められるときは、当該入札参加者を入札に参加させず、又は入札の執行を延期し、若しくは取り

　　やめることがある。この場合、入札参加者において損害を受けることがあっても、野田市水道部

　　はその補償の責を負わないものとする。

◎入札・契約に係る注意事項（上記以外）

注意１．入札書に記載する金額は、消費税抜きの金額であること。

注意２．契約保証、前払金、部分払等については、指名通知書等で確認すること。

注意３．入札書等の工事番号等の記載は、指名通知書に番号の記載がない場合は記入の必要はない。
注意４．再度入札でも落札者がいない場合には、地方公営企業法施行令第２１条の１４の規定により

　　　　随意契約とし、２回目の入札で最低額を示した者と見積り合わせを行う。ただし、見積書の

　　　　提出は２回までとし、２回目の見積額でも予定価格に達しなければ当該入札は不調とする。
　　　　方法は、入札執行官の指示に従うこと。なお、見積書を徴することが適切でないと認められ

　　　　る場合はこの限りではない。
注意５．入札参加者は事前に、再度入札のときに使用する入札書１枚と不落随意契約となったときに

　　　　使用する見積書２枚を用意すること。

注意６．入札に関する指定様式は、野田市ホームページ（野田市水道事業入札情報）からダウンロー

　　　　ドすることができるのでそこから入手すること。ただし、ダウンロードにより入手できない
　　　　指定様式等については、野田市水道部業務課窓口で配布する。

注意７．入札会場駐車場は、混雑する場合がある。
　　　　（入札会場駐車場の混雑により入札参加者において損害を受けることがあっても、野田市水

　　　　道事業はその補償の責を負わないものとする。）

注意８．見積り合せの場合は、上記の「入札」を「見積り合せ」と読み替えること。



(理由)

所 在 地

商号（名称）

代 表 者 氏 名

㊞

 (宛先）野田市水道事業管理者

注意：

令和　　　　年度　　　　　　　　第　　　　　号

　上記の入札について、下記の理由により入札参加を辞退します。

入　　札　　辞　　退　　届

１　番　　号

２　物 品 名

３　納入場所

所在地欄、商号（名称）欄、代表者氏名欄及び代表者印押印欄には、制限付一般競争入札参加申
請書と同様の記入・押印をすること。ただし、制限付一般競争入札参加申請後に変更があった場
合には、この限りでない。

令和　　年　　月　　日

記


